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１． はじめに 

柿田川は、富士山周辺の雪どけ水等を起源とする湧

水を水源としている、静岡県清水町の中心部を北から

南に流れる延長 1.2km の狩野川水系の支川である。

2011 年には文化庁の天然記念物に指定され、「日本で

最も短い一級河川」として知られている。 

柿田川の水温は年間を通じて15℃前後で変化が小さ

く、水質も BOD 値が概ね 1mg/L 以下と良好である。出

水の影響をほとんど受けないため流量も安定している。

また、ミシマバイカモやアオハダトンボ等の動植物の

生育地となっている。 

 
写真－１ 清流に生育するミシマバイカモ 

（撮影 2018 年 6 月 柿田川（柿田川公園内）） 

柿田川生態系研究会（以下「研究会」という）は、柿

田川における生物の生活史、生態系の構造と機能等、

河川生態系の基本的な特徴を明らかにし、通常の河川

における湧水の役割を理解する一助となることを目的

に、多分野の学識者による共同研究プロジェクトとし

て活動・運営されている。本研究ではこの活動の支援

を行った。 

 

２． 平成 30 年度の活動成果 

平成 30 年度は表－１に示す活動を行った。 

表－１ 平成 30 年度の柿田川生態系研究会の活動 

時期 活動計画 

春季 
5 月 12 日 湧水環境の現地視察（富士山周辺）

5月 13 日 第 33 回柿田川生態系研究会 

夏季 8 月 8 日 柿田川サマーサイエンススクール

秋季 
11 月 17 日 第 15 回柿田川シンポジウム 

11 月 18 日 第 34 回柿田川生態系研究会 

２－１ 湧水環境の現地視察／第 33 回柿田川生

態系研究会 

5 月 12 日に山梨県の富士山周辺にて、研究会会員に

よる湧水環境の現地視察を行った。柿田川の湧水の源

である富士山の周辺において溶岩地形、バイカモの生

育地等を視察することで、富士山の地質環境が湧水環

境へもたらす影響について知見を深めた。 

翌 5 月 13 日に開催した第 33 回研究会では、会員に

よる最近の研究の報告（サーマルカメラによる湧水の

観測、栄養塩・ミネラルの輸送、他）や、今後の研究計

画（柿田川の河川生態系の特異性解明、他）の発表が

行われた。 

 

２－２ 柿田川サマーサイエンススクール 
8 月 8 日に清水町立清水小学校理科室及び教材園に

て、地元の小学 4～6年生（20 名）とその保護者を対象

に沼津河川国道事務所と共同主催で「親子でサマーサ

イエンススクール－柿田川の自然環境を考えよう－」

を開催した。 

本スクールは、研究会会員の指導による屋内外での

採集、実験、観察、質疑応答を通じて身近な柿田川の

環境や特徴を体感し、科学への興味や身近な自然環境

への関心等を地域の児童とその保護者に一層深めても

らうことを目的とした。 

スクール後、参加児童に対してアンケート調査を行

ったところ、「植物と昆虫、魚などがお互いに協力し、

助け合う連携によって自然環境が保たれていることを

理解できましたか？」および「これからも水生生物が

写真－２ 富士山周辺湧水環境の現地視察（山梨県都

留市 夏狩湧水群 長慶寺 ～湧水にバイカモが生育～）
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生きていくことができる柿田川の環境を守りたいと思

いますか？」という質問に対して、いずれも「理解で

きた」、「そう思う」という回答が 100％となった。ま

た、保護者からも「子供にとって良い経験となりまし

た」といった感想が寄せられた。 

 
写真－３ 水生昆虫の採集を行う児童たち 

２－３ 柿田川シンポジウム／第 34 回柿田川生

態系研究会 

11 月 17 日に、静岡県三島市の三島市民文化会館に

て、沼津河川国道事務所の共催で第 15 回柿田川シンポ

ジウム「小動物から何がみえてくるか」を開催した。

当日は、地元の環境保護団体、柿田川の近隣住民、地

元高校の理科系部活動の生徒・教員、行政関係者や研

究者など約 100 名が参加した。 

シンポジウムのプログラムは表－２に示すとおり二

部構成で、第 1 部は研究者からの話題提供として、研

究会から 4 名の講師が河川の小動物に関連する講演を、

第 2 部は「各機関からの報告」として、地元の各機関

及び高校の6団体から報告が行われた。第2部のうち、

加藤学園高等学校化学部からは、黄瀬川における溶岩

石による水質浄化機能（リンの除去作用）についての

実験結果を、前狩野川漁業協同組合長の植田正光氏か

らは、柿田川およびその本川である狩野川におけるア

ユの遡上・産卵期の特徴をご発表いただいた。 

翌 11 月 18 日には、同会場にて第 34 回研究会を開催

し、会員からの研究報告、活動報告、及び次年度の活

動計画について議論を行った。 

 
写真－４ ほぼ満席となったシンポジウム会場 

表－２ 第 15 回柿田川シンポジウムのプログラム 

※本報告において、役職は当時のものを引用。 

 

３． おわりに 

平成 30 年度は、サマーサイエンススクールを初めて

親子教室として開催した他、柿田川シンポジウムでは

地元の高校からの発表が行われた。いずれも好評で、

研究会の活性化につながり、新たな展開を広げること

ができたことから、今後も若い世代の参加を積極的に

促したい。 
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